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株主の皆様へ 事業の概況

　株主の皆様におかれましては、平素からご高配を賜
り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第88期第2四半期連結累計期間（2021年
4月1日から2021年9月30日まで）における事業の概
況につきまして、ご報告申し上げます。
　当期間の住宅業界におきましては、新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響により経済活動が制約される中、
新設住宅着工戸数が前年同期を上回るなど、住宅需要
は全般的に底堅く推移しました。一方、米国の住宅需
要の拡大や世界的なコンテナ不足などを背景とした木
材の供給不足や価格高騰、また、石油や液化天然ガス
などの資源価格の上昇、さらには中国の不動産開発大
手の経営不振に伴う金融危機リスクの表面化といった
マイナス要因から、先行き不透明な状況が続いており
ます。
　こうした中、当社グループでは2022年3月期を初年
度とする新たな中期経営計画「EIDAI Advance Plan 
2023」を策定し、各施策に取り組んでおります。
　その一環として、基軸ブランド「Skisｍ（スキスム）」
の製品構成を充実させて販売拡大を図るとともに、住
まいの安全・安心に対するニーズの高まりを受けて、
抗菌・抗ウイルス加工を施した製品の品揃えを強化し
ました。また、物流・情報システム改革の一環として、
本社物流倉庫を新築するなど、事業継続態勢の強化と
安定したサプライチェーンの構築を図りました。さら
に、ENボード株式会社につきましては、2022年1月
に設備の稼働を開始し、2022年度の本格稼働に向け
て準備を進めております。
　これらの結果、当第2四半期連結累計期間の売上高
は27,975百万円（前年同期比5.6％増）、営業損失は
293百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は93
百万円となりました。

　このような状況から、中間配当金につきましては、
財務状況等に留意しつつ安定配当を維持・継続する方
針に基づき、1株につき6円とすることにいたしました。
　今後の住宅業界におきましては、新型コロナウイル
ス感染症の収束時期が依然として不透明な中、国内に
おける木材の供給不足や価格高騰による影響が懸念さ
れるなど、なお予断を許さない情勢が続くと考えてお
ります。
　こうした事業環境のもと、当社グループでは、サプ
ライチェーンの強化を図るとともに、多様なニーズを
取り入れた製品開発とライフスタイルの変化に合わせ
た製品の拡充に取り組んでまいります。さらに、中期
経営計画の基本方針に基づく各施策を推進し、事業領
域の拡大と収益力の強化を図ってまいります。
　引き続き、グループ一丸となって企業価値の向上に
邁進してまいりますので、なお一層のご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。

2021年12月　　代表取締役社長　枝園 統博

■住宅資材事業
　住宅資材事業では、高齢者住宅、幼稚園や保育園向け
の「セーフケアプラス」製品群を拡充し、6月に不燃タ
イプの室内ドア（4製品）を追加しました。
　また、住まいの安全・安心に対するニーズが高まる中、
7月に「銘樹・ロイヤルセレクション」をはじめ、抗菌、
抗ウイルス機能を付与したフローリングの品揃えを強化
しました。
　さらに同月には、キッチンの背面に設置する新しい収
納製品「Cave'S（カベス）」を発売しました。この製品
の大きな特長は、大きな木製扉を閉じることにより、生
活空間であるLDKをゲストルームに早変わりさせること
ができることにあります。
　このほか、より安全で安心できる室内空間の実現を目
指し、9月には玄関をはじめ様々な場所に設置できるコ
ンパクトサイズの手洗い「セカンドサニタリー」を新た
に発売しました。
　以上のような新製品を投入し、営業活動に注力した結
果、当第２四半期連結累計期間の売上高は25,431百万
円（前年同期比5.0％増）となりました。

■木質ボード事業
　木質ボード事業におきましては、顧客の新規開拓など売上拡大に注力した結果、当第2四半期連結累
計期間の売上高は2,474百万円（前年同期比13.4％増）となりました。

■その他事業（不動産有効活用事業、太陽光発電事業）
　当社グループはその他事業として不動産有効活用事業、太陽光発電事業を推進しております。
　その他事業の当第2四半期連結累計期間の売上高は、賃貸用不動産の一部を売却した影響により、70
百万円（前年同期比14.5％減）となりました。

事業の概況

「銘樹・ロイヤルセレクション」　2P・抗ウイルス加工

「セカンドサニタリー」 「Cave'S（カベス）」

「セーフケアプラス」
室内ドア　不燃タイプ ➡

中期経営計画を進め、収益力を強化
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トピックス 連結財務諸表（要約）

■ 連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円）

※百万円未満は切り捨て表示をしています。

科目 前期末
（2021年3月31日現在）

当第2四半期末
（2021年9月30日現在）

（資産の部）

流動資産 42,344 39,830

固定資産 38,304 44,328

有形固定資産 30,662 36,846

無形固定資産 584 533

投資その他の資産 7,057 6,947

繰延資産 23 25

資産合計 80,673 84,184

科目 前期末
（2021年3月31日現在）

当第2四半期末
（2021年9月30日現在）

（負債の部）
流動負債 35,316 38,932
固定負債 3,145 3,338
負債合計 38,462 42,271

（純資産の部）
株主資本 40,664 40,492

資本金 3,285 3,285
資本剰余金 1,370 1,370
利益剰余金 36,829 36,658
自己株式 △ 820 △ 820

その他の包括利益累計額 1,637 1,626
非支配株主持分 △ 90 △ 206
純資産合計 42,210 41,912
負債純資産合計 80,673 84,184

■ 連結損益計算書 （単位：百万円）

科目 前第2四半期（累計）
（2020年4月 1 日から

2020年9月30日まで）
当第2四半期（累計）
（2021年4月 1 日から

2021年9月30日まで）
売上高 26,484 27,975

売上原価 20,075 21,039
売上総利益 6,409 6,936

販売費及び一般管理費 7,040 7,230
営業損失（△） △ 630 △ 293

営業外収益 241 198
営業外費用 152 102

経常損失（△） △ 542 △ 198
特別利益 356 326
特別損失 24 3

税金等調整前四半期純利益
又は損失（△） △ 209 124

法人税等 17 146
非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △ 34 △ 115
親会社株主に帰属する
四半期純利益又は損失（△） △ 192 93△ 2,000
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◆物流改革の取り組み◆
　当社では中期経営計画「EIDAI Advance Plan 2023」に基づいて、全社的な物流改革を推し進めてお
り、2021年7月、本社に新しい物流倉庫を建設しました。今後この新倉庫でも二次元コードを用いた物
流管理システムの運用を進め、物流におけるトレーサビリティーの強化を図ってまいります。

　BCM（事業継続マネジメント）の一環として建設したため、倉庫自体にも災害に強いいくつかの工夫
を施しております。大雨などの影響による浸水の可能性を想定して、倉庫全体の基礎の高さを通常より
も50センチかさ上げし、受電設備を1階ではなく2階に設置しました。

　貨物用エレベーター（画像左）は、1基が故障しても業務が滞らないよう2連式を設置しました。また、
不測の事態により2階から運び下ろすことが困難となった時のために、2階正面に大型のバルコニーを
設け、クレーンを使って搬入・搬出ができるようにしました。
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会社情報/株式情報（2021年9月30日現在）

所有者別株式分布状況

その他法人
21,065,200株
（45.03％）

自己株式
2,588,416株
（5.53％）

外国法人等
629,218株（1.35％）

金融機関
（含金融商品取引業者）
7,538,329株
（16.11％）

個人・その他
14,962,637株
（31.98％）

46,783,800株

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

大株主

株　主　名 持 株 数
（株）

持株比率
（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,038,800 6.88

永 大 産 業 取 引 先 持 株 会 2,993,400 6.77

住 友 林 業 株 式 会 社 2,306,000 5.22

大 日 本 印 刷 株 式 会 社 2,237,000 5.06

永 大 産 業 従 業 員 持 株 会 2,008,500 4.54

株 式 会 社 り そ な 銀 行 1,640,000 3.71

ト ー ヨ ー マ テ リ ア 株 式 会 社 1,550,000 3.51

ナ イ ス 株 式 会 社 1,460,000 3.30

双 日 建 材 株 式 会 社 1,349,000 3.05

J K ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 1,100,000 2.49

社 名
設 立
資 本 金
従 業 員 数

本 社

ホームページ

永大産業株式会社（Eidai Co.,Ltd.）
1946年7月29日
3,285百万円
連結　1,477名
単体　	 963名
〒559-8658
大阪市住之江区平林南二丁目10番60号
Tel.　06-6684-3000
https://www.eidai.com/

■ 会社概要 ■ 株式情報

■ 役員・執行役員

160,000,000株
46,783,800株

4,748名

代表取締役 執行役員社長 枝 園 統 博
取 締 役 常務執行役員 石 井 直 樹
取 締 役 常務執行役員 田 部 忠 光
取 締 役 上席執行役員 小 島 孝 弘
取 締 役 執 行 役 員 藤 本 八 郎
取 締 役 執 行 役 員 西 岡 秀 晃
社外取締役 玉 生 靖 人
社外取締役 林 　 光 行
常勤監査役 石 橋 秀 行
常勤監査役 野 澤 信 也
社外監査役 雑 賀 裕 子
社外監査役 藤 井 義 久

執 行 役 員 中 　 野 　 洋 一 郎
執 行 役 員 渡 邉 裕 幸
執 行 役 員 井 伊 光 裕
執 行 役 員 長 　 友 　 庄 一 郎
執 行 役 員 久 米 直 哉
執 行 役 員 村 上 拓 也
執 行 役 員 西 垣 隆 幸
執 行 役 員 平 　 暢 宏
執 行 役 員 森 下 昌 樹

（注）	1.	当社は、自己株式を2,588,416株保有しておりますが、上記大株主か
らは除外しております。

	 2.	持株比率は自己株式を控除して計算しております。

＜北海道＞ 札幌
＜東北＞ 仙台、盛岡、青森、山形、福島
＜関東＞ 東京、千葉、横浜、相模原、埼玉、

宇都宮、茨城、群馬
＜中部＞ 名古屋、静岡、金沢、新潟、長野
＜近畿＞ 大阪、京都、兵庫
＜中国・四国＞ 広島、高松、岡山
＜九州＞ 福岡、鹿児島、熊本、沖縄

○ ネットワーク

営業拠点

札幌、仙台、新宿、横浜、新潟、金沢、静岡、名古屋、
梅田、岡山、広島、高松、博多、沖縄、
大阪ファクトリーギャラリー、
ATCエイジレスセンター

ショールーム

大阪事業所（大阪府堺市）
敦賀事業所（福井県敦賀市）
山口・平生事業所（山口県熊毛郡平生町）

永大小名浜株式会社（福島県いわき市）
Eidai Vietnam Co., Ltd.（ベトナム国　ハナム省）
ＥＮボード株式会社（静岡県駿東郡小山町）
関東住設産業株式会社（群馬県前橋市）
永大スタッフサービス株式会社（大阪市住之江区）
永大テクノサポート株式会社（大阪市住之江区）
PT.Eidai Industries Indonesia（インドネシア国　ブカシ県）
エヌ・アンド・イー株式会社（徳島県小松島市）

○ 子会社・関連会社

○ 生産拠点

山口・平生事業所 永大小名浜株式会社

関東住設産業株式会社Eidai Vietnam Co.,Ltd.

大阪事業所 敦賀事業所

永大小名浜株式会社
関東住設産業株式会社

永大スタッフサービス株式会社
永大テクノサポート株式会社

エヌ・アンド・イー株式会社
大阪事業所

山口・平生事業所

本社 生産拠点

敦賀事業所

子会社・関連会社営業拠点

ENボード株式会社
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ホームページのご案内株主メモ

（ご注意）
1.‌�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承るこ
とになっておりますので、口座を開設されている証券会社等にお問
合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱
いできませんのでご注意ください。
2.‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。
3.‌�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払
いいたします。

■ 上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部
■ 証 券 コ ー ド 7822
■ 事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
■ 定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催
■ 剰余金の配当基準日 期末　3月31日

中間　9月30日
■ 公 告 方 法 電子公告

当社ホームページアドレス https://www.eidai.com/
ただし、事故その他やむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

■ 株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

■ 同 連 絡 先 〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話　フリーダイヤル　0120-094-777

〒559-8658
大阪市住之江区平林南二丁目10番60号
TEL 06-6684-3000
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トップページ

IR情報

　当社のことをよりわかりやすく、より理解し
ていただけるように、ホームページで紹介して
います。
　会社情報につきましては、「会社案内」「IR情
報」「環境について」といったコンテンツに分け
ることで、株主・投資家の皆様がIR情報へアク
セスしていただきやすくするなど、当社の情報
を探しやすく、見やすい工夫を凝らしています。
また、「IRニュース」、「株主総会関連情報」とい
うコンテンツを設け、積極的な情報開示を行っ
ています。


